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明
治
期
に
お
け
る
日
本
の
医
学
教
育
の
発
展
と
戦
後
に
お
け
る

教
育
の
変
換
、
さ
ら
に
は
二
十
一
世
紀
へ
の
進
展
に
つ
い
て
の
問

題
点
を
整
理
し
て
考
え
て
見
度
い
と
思
う
。
先
に
本
学
会
な
ど
を

通
し
て
色
々
問
題
提
起
を
し
て
き
た
。
（
医
史
学
会
、
同
志
社
家
政
学

会
、
言
語
、
地
理
）
未
来
を
考
え
る
時
、
そ
の
過
去
の
是
非
も
整
理

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
日
本
に
お
け
る
医
学
教
育
は
「
ド

イ
ツ
」
、
「
オ
ラ
ン
ダ
」
医
学
に
端
を
発
し
（
勿
論
江
戸
時
代
以
前
の

中
国
医
学
ｌ
陰
陽
五
行
説
等
も
あ
る
が
）
、
さ
ら
に
そ
の
教
育
の
根
底

に
は
水
戸
学
（
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
コ
シ
ュ
マ
ン
、
水
戸
光
圀
の
大
日
本
史
、

パ
タ
ケ

藤
田
東
湖
の
弘
道
館
、
そ
し
て
北
畠
親
房
の
大
義
名
分
）
が
あ
る
が
、

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
す
べ
て
消
し
去
ら
れ
た
。
戦
前
の
教
育
は
欧

米
の
キ
リ
ス
ト
教
に
代
る
も
の
と
し
て
の
教
育
勅
語
の
発
布
、
天

皇
名
も
す
べ
て
覚
え
た
（
あ
る
意
味
で
は
よ
か
っ
た
と
思
う
）
。
戦
後

50

医
学
・
医
化
学
の
発
展
と
教
育

（
特
に
そ
の
制
度
史
）

柴
田
幸
雄
・
工
藤
幸
子
・
田
中
伸

特
に
理
科
社
会
は
単
元
制
と
成
り
タ
テ
ワ
リ
が
き
え
た
。
特
に
生

物
と
地
理
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
い
。
生
物
で
は
分
類
が
少
な
く

地
理
で
は
地
誌
が
少
な
い
。
本
年
一
月
九
日
、
国
立
科
学
博
物
館

分
館
で
「
動
物
分
類
学
ｌ
内
部
か
ら
の
提
言
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ

カ
ケ
ザ
ン

ウ
ム
が
あ
り
、
又
最
近
掛
算
の
九
九
も
余
り
お
ぼ
え
な
く
て
も
い

い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
今
後
ど
う
な
る
か
と
思
う
。
ア

メ
リ
カ
で
二
世
の
人
が
「
九
九
」
を
英
語
で
教
え
る
と
計
算
が
早

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
″
私
は
昭
和
十
年
四
月
の

尋
常
高
等
小
学
校
入
学
な
の
で
読
方
は
「
サ
イ
タ
サ
イ
タ
サ

ク
ラ
ガ
サ
イ
タ
」
で
あ
り
、
算
術
は
ミ
ド
リ
表
紙
で
、
四
年

生
か
ら
は
「
四
シ
珠
」
の
ソ
ロ
バ
ン
が
入
り
「
割
算
の
九
九
」
は

消
え
た
。
昭
和
十
六
年
（
私
は
三
月
卒
業
中
学
校
へ
入
っ
た
が
）
、
国

民
学
校
へ
の
移
行
の
た
め
、
中
学
校
の
教
科
書
は
新
旧
併
用
、
博

物
学
、
動
物
学
、
植
物
学
、
鉱
物
学
と
共
に
新
制
の
生
物
、
物
理

学
、
化
学
と
共
に
物
象
Ｉ
、
Ⅱ
、
と
混
乱
（
こ
の
当
時
生
化
学
の
荒

木
先
生
と
生
理
学
の
橋
田
先
生
が
関
係
し
て
お
ら
れ
る
）
し
か
も
四
年

生
の
時
、
五
年
生
と
共
に
卒
業
と
な
っ
た
の
で
、
二
十
一
年
は
中

学
五
年
生
の
卒
業
は
な
く
、
二
十
二
年
は
私
達
の
次
の
学
年
が
五

年
生
と
し
て
卒
業
、
二
十
三
年
か
ら
男
女
共
学
の
新
制
高
校
生
が
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出
て
く
る
。
最
近
「
旧
制
高
校
生
の
東
京
敗
戦
日
記
」
が
出
た
が
、

新
制
と
旧
制
の
ち
が
い
が
一
般
の
人
に
は
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
テ

レ
ビ
で
も
混
乱
し
て
い
る
。
日
本
生
化
学
の
歴
史
に
つ
い
て
は
昨

年
発
表
し
た
が
、
私
は
二
十
一
世
紀
が
「
分
子
生
物
学
の
時
代
」

だ
と
思
っ
て
い
る
が
（
ち
な
み
に
二
十
世
紀
は
物
理
学
の
世
紀
で
あ

ろ
う
）
、
医
学
部
で
は
生
理
化
学
す
な
わ
ち
医
化
学
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
。
し
か
し
私
の
勤
務
先
の
愛
知
医
科
大
学
が
出
発
し
た
当

時
（
昭
和
四
十
七
年
）
全
国
八
十
校
の
医
科
大
学
の
う
ち
八
校
が
医

化
学
で
あ
っ
た
が
大
学
院
大
学
設
立
に
と
も
な
い
色
々
の
名
前
が

使
わ
れ
、
一
寸
理
解
に
苦
し
む
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
生
物
学

は
矢
張
り
分
類
か
ら
は
じ
め
（
比
較
解
剖
学
も
な
く
な
っ
た
）
順
序

よ
く
教
え
る
こ
と
に
併
行
し
て
ト
ピ
ッ
ク
的
に
討
議
す
る
事
も
必

要
と
思
う
。
従
っ
て
日
本
人
と
し
て
従
来
行
な
わ
れ
て
い
た
「
四

書
五
経
」
、
「
古
事
記
」
、
「
六
国
史
」
、
「
四
鏡
」
も
教
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
移
民
の
時
ア
メ
リ
カ
史
と
英
語
を
課
し

て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
の
不
規
則
動
詞
表
を
夏
休
み
に
お
ぼ
え
た
事

も
あ
る
。
最
近
水
戸
黄
門
の
実
在
を
知
ら
な
か
っ
た
り
（
勿
論
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
も
あ
る
）
、
よ
く
使
わ
れ
る
「
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ズ
」
も

児
島
高
徳
の
中
に
あ
る
詩
だ
と
い
う
事
も
消
え
て
い
る
。
ア
メ
リ

力
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
私
に
「
日
本
人
は
何
故
自
分
の
国
を
悪
く

い
う
の
か
」
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
も
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
日
本

の
神
話
も
知
る
べ
き
だ
し
、
学
術
語
も
も
っ
と
日
本
語
を
は
っ
き

り
す
べ
き
で
あ
り
、
減
反
、
二
百
海
里
、
ク
ジ
ラ
等
も
食
料
科
学

的
に
考
え
、
政
治
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

（
愛
知
医
科
大
学
）


